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　令和７年８月１日（金）、地域住民の交通への不安をなくし移動の自由を広げる架け橋と
して新たな交通（デマンド交通）「チョイソコゆめしま」の運行が開始され、初日、第１号と
なる利用者を自宅前から目的地の港まで乗せ、新たな公共交通の第１歩を踏み出しました。
　「チョイソコゆめしま」は上島町内２ヶ所を運行エリアとし、このエリアの利用状況によ
りエリア拡大の時期を検討し将来的は町内全域へのデマンド交通導入を目指しています。
　利用者の自宅前から目的地までドアツードアをコンセプトに頼れる公共交通として、地域
コミュニティの活性化を図りながら、将来を見据えた使いやすい便利な交通として、地域と
一緒に作りあげて行きたいと考えています。

上島町
デマンド交通

「チョイソコゆめしま」

　運用開始！
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
10
月
21
日（
火
）に

鬼
北
町
役
場
3
階
議
場
で
「
令
和
7
年
度

第
3
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
愛
媛
県
市
町
振
興
課
の
雲

峰
課
長
同
席
の
下
、
県
内
9
町
長
が
出
席

し
た
。

₁　

開　

会

₂　

会
長
あ
い
さ
つ

�

　
高
門
会
長
（
伊
方
町
長
）

₃　

地
元
町
長
あ
い
さ
つ

�

　
兵
頭
町
長
（
鬼
北
町
長
）

₄　

議
長
選
出

₅　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

₆　

愛
媛
県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事

項

　

・
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
促
進
に

つ
い
て

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課
の
雲
峰
課
長

か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

₇　

報
告
事
項

　

・
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自
治

労
）
愛
媛
県
本
部
及
び
日
本
自
治
体

労
働
組
合
総
連
合
会
（
自
治
労
連
）

愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要
請
書
に
つ
い

て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
報
告
し
、
一

同
了
承
し
た
。

₈　

協
議
事
項

　

・
全
国
町
村
長
大
会
並
び
に
町
長
能
登

半
島
災
害
対
策
等
視
察
研
修
に
つ
い

て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

₉　

そ
の
他

　

⑴　

令
和
7
年
度
災
害
共
済
・
保
険
事

業
加
入
推
進
運
動
及
び
全
国
町
村
職

員
生
活
協
同
組
合
共
済
事
業
加
入
推

進
運
動
に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
報
告
し
、
一

同
了
承
し
た
。

　

⑵　
「
過
疎
対
策
関
係
予
算
・
施
策
に
関

す
る
要
望
」
に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
報
告
し
、
一

同
了
承
し
た
。

　

⑶　

次
回
全
員
連
絡
会
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
正
副
会
長
に
一
任
す
る
こ

と
で
決
定
し
た
。

10　

閉　

会

鬼
北
町
庁
舎
見
学
・

　
　
　

鬼
北
町
内
視
察

�

　
愛
媛
県
町
村
会

　

全
員
連
絡
会
終
了
後
、
鬼
北
町
庁
舎
の

見
学
及
び
鬼
北
町
内
の
次
の
5
箇
所
を
視

察
し
た
。

［
町
内
視
察
先
］

　

○
有
害
鳥
獣
減
容
化
施
設

　

○
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し

　

○
多
世
代
交
流
施
設

　

○
奈
良
山
等
妙
寺
歴
史
交
流
館

　

○
成
川
渓
谷

第
３
回
全
員
連
絡
会
を

�

鬼
北
町
役
場
に
て
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　あいさつする兵頭町長

奈良山等妙寺歴史交流館視察

あいさつする高門会長
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あいさつする前田会長

講師　青山和弘 氏

講師　三宅民夫 氏

第
63
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
を
開
催

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

　

研
修
会
は
、定
刻
午
後
1
時
に
開
会
。は

じ
め
に
四
国
地
区
会
長
で
あ
る
前
田
愛
媛

県
会
長
（
上
島
町
議
会
議
長
）
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
に
、
自
治
功
労
者

の
表
彰
に
入
り
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て

19
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
11
名
の
方
々
に
対
す
る
四
国

地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
講
演
に
入
り
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
／
元
日
本
テ
レ
ビ
政
治
部
次
長
兼

解
説
委
員
の
青
山
和
弘
氏
か
ら
「
ど
こ
へ

行
く
日
本
の
政
治
」、
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン

　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
、
本
県
当
番
に
よ
り
、
10
月
8
日（
水
）
松

山
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
お
い
て
、四
国
各
地
か
ら
町
村
議
会

議
員
ら
約
4
6
0
名
（
本
県
関
係
は
1
2
4
名
）
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

サ
ー
／
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構

客
員
研
究
員
の
三
宅
民
夫
氏
か
ら
「
混
迷

の
時
代
に
「
幸
せ
言
葉
術
」
の
す
す
め
～

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
人
生
で
学
ん
だ
知
恵
～
」

と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
こ
れ
を
聴
講
。

　

最
後
に
次
期
当
番
県
で
あ
る
五
味
高
知

県
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
午
後

4
時
35
分
に
閉
会
し
た
。

第63回四国地区町村議会議長会研修会開催概要

１　主　催　四国地区町村議会議長会（当番：愛媛県町村議会議長会）
２　開催日　令和７年10月８日（水）　午後１時～午後４時35分
３　会　場　ＡＮＡクラウンプラザホテル松山
　　　　　　　本館４階「ダイヤモンドボールルーム」
　　　　　　　松山市一番町3－2－1　℡ 089-933-5511（代）
４　表　彰　四国地区町村議会議長会表彰
　　　　　　　四国地区町村議会議長会表彰規程に基づいて、町村議会議員と
　　　　　　　して在職19年以上で功労のあった者を所属町村議会議長の推薦
　　　　　　　により表彰する。
５　日　程
　　　　12:30～13:00　　受　付
　　　　13:00～13:20　　開会あいさつ（四国地区町村議会議長会会長）
　　　　　　　　　　　　自治功労者表彰
　　　　13:20～14:50　　講　演　「どこへ行く日本の政治」
　　　　　　　　　　　　講　師　政治ジャーナリスト
　　　　　　　　　　　　　　　　元日本テレビ政治部次長兼解説委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山　和弘　氏
　　　　14:50～15:00　　休　憩
　　　　15:00～16:30　　講　演　「混迷の時代に「幸せ言葉術」のすすめ
                                          　　　～アナウンサー人生で学んだ知恵～」
　　　　　　　　　　　　講　師　元NHKアナウンサー
　　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学衣笠総合研究機構客員研究員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三宅　民夫　氏
　　　　16:30～16:35　　閉会あいさつ（高知県町村議会議長会会長）
６　出席対象者　町村議会議長、副議長、議員、議会事務局職員、
　　　　　　　　識見監査委員等
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全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る「
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監
査

委
員
全
国
研
修
会
」が
、10
月
16
日（
木
）に

L
I
N
E 

C
U
B
E 
S
H
I
B
U
Y
A

（
渋
谷
公
会
堂
）
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
約

1
，
5
0
0
名
の
関
係
者
が
参
加
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
本
県
か
ら
は
24
名
が

参
加
し
た
。

　

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
は
、
新
名
全

国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
会
長
か
ら
の
式

辞
の
あ
と
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
宮

崎
県
国
富
町
の
山
口
代
表
監
査
委
員
に
表

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・

�
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

今
回
の
被
表
彰
者
は
、
監
査
委
員
と
し

て
7
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
方
72

名
、
監
査
事
務
職
員
と
し
て
10
年
以
上
在

職
し
功
労
の
あ
っ
た
方
10
名
の
合
計
82
名

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
小
川
総
務
省
自
治
行

令和７年度町村監査功労者表彰式・町村監査委員全国研修会
日　程　表

日　程　令和7年10月16日（木）
場　所　LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）
参加者　町村等監査委員、町村監査委員事務局職員等　約1,500名

政
局
長
、
横
田
全
国
町
村
会
事
務
総
長
並

び
に
中
本
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
か

ら
の
祝
辞
の
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、

同
じ
く
山
口
代
表
監
査
委
員
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

　

な
お
、
本
県
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
　

久
万
高
原
町
代
表
監
査
委
員

�

　

　
　

洋
志　

氏

　
　

内
子
町
代
表
監
査
委
員

�

　

赤
穂　

英
一　

氏

　

表
彰
式
後
終
了
後
、
休
憩
を
挟
み
、
次

の
と
お
り
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。

【
研
修
内
容
】

　
「
不
納
欠
損
額
等
の
縮
減
に
向
け
た

�

債
権
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

弁
護
士　
　
　
　
　

澤
村　
　

暁　

氏

　
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
監
査
の
す
す
め
」

　

シ
ス
テ
ム
監
査
技
術
者
、

　

元
大
阪
市
行
政
委
員
会
事
務
局
監
査
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　
　

学　

氏

　
「
監
査
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

　

茨
城
県
水
戸
市
監
査
委
員
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　
　

隆　

氏

時　　間 プログラム
11:00～12:30 受　　付

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式

12:30～12:35

12:35～12:40

12:40～12:55

12:55～13:00

会長式辞
　会　長　新　名　　　均（香川県まんのう町代表監査委員）
表彰状授与
　被表彰者代表
来賓祝辞
　総務大臣
　全国町村会会長
　全国町村議会議長会会長
被表彰者代表謝辞
　被表彰者代表

13:00～13:15 休　　憩

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

13:15～14:25
（1:10）

「不納欠損額等の縮減に向けた債権管理のポイント」
　弁　護　士
� 澤　村　　　暁　氏

14:25～14:45 休　　憩

14:45～15:55
（1:10）

「地方公共団体におけるＩＣＴ監査のすすめ」
　システム監査技術者、元大阪市行政委員会事務局監査部
� 片　岡　　　学　氏

15:55～16:15 休　　憩

16:15～17:25
（1:10）

「監査実務のポイントについて」
　茨城県水戸市監査委員事務局長
� 和　田　　　隆　氏
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愛
媛
県
町
村
会
は
令
和
7
年
度
町
職
員

研
修
会
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
勤
続
4
～

5
年
の
職
員
を
対
象
と
し
た
中
級
職
員
研

修
会
を
、10
月
3
日（
金
）
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

え
ひ
め
で
開
催
し
た
。

　

中
級
職
員
研
修
会
の
修
了
証
書
に
代
え

て
「
受
講
者
名
簿
」
を
掲
載
す
る
。

令
和
７
年
度
中
級
職
員
研
修
会
を
開
催

　

研
修
会
受
講
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

【
受
講
者
名
簿
】

町　

名　
　

所
属
名　
　
　
　

�

氏　

名　

上
島
町　

住
民
課　
　

�

　
　

白
石　

千
夏

　

〃　
　

生
涯
学
習
課　
　

�

角
谷　

有
一

　

〃　
　

健
康
推
進
課　
　

�

三
阪　

裕
美

久
万
高
原
町

　
　
　
　

総
務
課　
　
　
　

�

清
水　
　

瞭

　

〃　
　

住
民
課　
　
　
　

�

柏
原　

清
楓

　

〃　
　

住
民
課　
　
　
　

�

水
代　

達
也

　

〃　
　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

本
田
李
璃
子

　

〃　
　

教
育
委
員
会　
　

�

山
岡　

尚
弥

松
前
町　

総
務
課　
　
　
　

�

三
好　

弘
文

　

〃　
　

財
政
課　
　
　
　

�

中
嶋　

元
喜

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

�

中
川　

詠
理

　

〃　
　

ま
ち
づ
く
り
課　

�

宮
内　

健
志

　

〃　
　

産
業
課　

�

矢
野　

祥
太

砥
部
町　

総
務
課　
　
　
　

�

瀬
川
あ
か
り

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

�

宮
内　
　

愛

　

〃　
　

税
務
課　
　
　
　

�

松
岡　
　

航

　

〃　
　

税
務
課　
　
　
　

�

酒
井　
　

奨

　

〃　
　

介
護
福
祉
課　
　

�

波
崎　

侑
平

　

〃　
　

子
育
て
支
援
課　

�

西
岡
玲
央
奈

　

〃　
　

税
務
課　
　
　
　

�

仲
田
満
里
菜

　

〃　
　

介
護
福
祉
課　
　

�

上
西
日
奈
子

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

�

小
松　
　

望

　

〃　
　

農
林
課　
　
　
　

�

宮
田　

真
優

内
子
町　

総
務
課　
　
　
　

�

細
川　

正
記

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　

�

浅
野　

晃
陽

【
研
修
内
容
】

　

◦
防
災
に
つ
い
て

　
　

～
気
候
変
動
下
に
お
け
る

�

流
域
治
水
の
必
要
性
～

　
　
　

愛
媛
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

　
　
　

防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

　
　
　
　
　
　
　

�

　

森
脇　
　

亮　

氏

　

◦
愛
媛
の
空
き
家
問
題
の
現
状
と
課
題

　
　

～
利
活
用
と
除
却
の
推
進
～

　
　
　
㈱
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

�

　
　

新
藤　

博
之　

氏

　

◦
問
題
発
見
・
解
決
能
力
向
上
講
座

　
　
　

㈱
流
義　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　

�

　

岩
城　

博
之　

氏

内
子
町　

会
計
課　
　
　
　

�

竹
本　

昌
弘

　

〃　
　

住
民
課　
　
　
　

�

久
保　

理
沙

　

〃　
　

税
務
課　
　
　
　

�

三
好　

雄
一

　

〃　
　

町
並
・
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

渡
邊　

怜
史

　

〃　
　

町
並
・
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

山
本　

浩
史

　

〃　
　

こ
ど
も
支
援
課　

�

大
金　

直
樹

　

〃　
　

こ
ど
も
支
援
課　

�

神
野　

夢
来

　

〃　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

西
山
由
香
里

　

〃　
　

農
業
委
員
会　
　

�

林　

隆
太
郎

　

〃　
　

小
田
支
所　
　
　

�

正
岡
進
一
郎

　

〃　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

�

竹
内　
　

僚

伊
方
町　

町
民
課　
　
　
　

�

根
來　

愛
佳

　

〃　
　

農
林
水
産
課　
　

�

内
山　

豊
彰

　

〃　
　

総
合
政
策
課　
　

�

阿
部　

竜
也

　

〃　
　

生
涯
学
習
課　
　

�

片
岡　

美
紀

　

〃　
　

長
寿
介
護
課　
　

�

増
川　

湧
介

　

〃　
　

三
崎
公
民
館　
　

�

堀
田
有
希
也

鬼
北
町　

町
民
生
活
課　
　

�

髙
田　

翔
太

　

〃　
　

出
納
室　
　
　
　

�

中
村　

亮
太

愛
南
町　

総
務
課　
　
　
　

�

鎌
田
竜
乃
介

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

�

奥
野　

文
彬

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

�

坂
本　

千
秋

　

〃　
　

農
林
課　
　
　
　

�

山
田　

由
佳

　

〃　
　

西
海
支
所　
　
　

�

古
川　

茉
未

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

�

伊
井　

伸
安

　

〃　
　

環
境
衛
生
課　
　

�

上
根
剣
士
郎

　

〃　
　

防
災
対
策
課　
　

�

土
居　

直
也

　

〃　
　

学
校
教
育
課　
　

�

岡
﨑　

龍
輝



　令和₇年10月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 199 号　（6）　

本県市町の基準財政需要額その他
　本県の市町の令和₇年度基準財政需要額、基準財政収入額、普通交付税決定額及び財政力指数・
標準税収額等は次のとおり。

財政力指数・標準税収入額等及び標準財政規模

区　　分

団 体 名

財　　　政　　　力　　　指　　　数
標準税収入額等

₅　年　度 ₆　年　度 ₇　年　度 ３ヵ年平均
（₅～₇）

松 山 市 0.737 0.722 0.725 0.728 90,473,806

今 治 市 0.526 0.536 0.571 0.544 27,432,993

宇 和 島 市 0.332 0.347 0.360 0.346 10,676,624

八 幡 浜 市 0.323 0.316 0.326 0.322 4,465,099

新 居 浜 市 0.777 0.768 0.763 0.769 23,149,526

西 条 市 0.612 0.645 0.654 0.637 21,536,389

大 洲 市 0.345 0.347 0.376 0.356 6,838,242

伊 予 市 0.413 0.409 0.412 0.411 5,262,689

四 国 中 央 市 0.723 0.715 0.725 0.721 19,343,702

西 予 市 0.250 0.256 0.271 0.259 5,048,686

東 温 市 0.486 0.489 0.494 0.490 5,718,235

市　　　　　計 219,945,991

上 島 町 0.151 0.156 0.158 0.155 779,100

久 万 高 原 町 0.202 0.215 0.220 0.212 1,507,917

松 前 町 0.683 0.654 0.660 0.666 5,432,050

砥 部 町 0.420 0.414 0.417 0.417 2,786,865

内 子 町 0.274 0.277 0.284 0.278 2,194,744

伊 方 町 0.600 0.566 0.550 0.572 3,353,290

松 野 町 0.153 0.154 0.163 0.157 464,351

鬼 北 町 0.228 0.228 0.234 0.230 1,377,437

愛 南 町 0.228 0.233 0.243 0.235 2,629,929

町　　　　　計 20,525,683

県　　　　　計 240,471,674

（単位：千円）



　（7）　令和₇年10月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 199 号　

区　　分

団 体 名
基準財政需要額 基準財政収入額 財 源 不 足 額 普通交付税決定額

臨時財政対策債
発 行 可 能 額

松 山 市 98,106,383 71,129,844 26,976,539 26,924,986 0

今 治 市 37,719,663 21,553,043 16,166,620 16,146,799 0

宇 和 島 市 23,490,709 8,465,785 15,024,924 15,012,580 0

八 幡 浜 市 10,944,685 3,567,017 7,377,668 7,371,917 0

新 居 浜 市 23,798,177 18,164,322 5,633,855 5,621,350 0

西 条 市 25,898,903 16,926,261 8,972,642 8,959,033 0

大 洲 市 14,630,478 5,499,632 9,130,846 9,123,158 0

伊 予 市 10,223,087 4,215,530 6,007,557 6,002,185 0

四 国 中 央 市 20,886,409 15,156,376 5,730,033 5,719,058 0

西 予 市 15,122,363 4,090,837 11,031,526 11,023,580 0

東 温 市 9,153,176 4,523,187 4,629,989 4,625,179 0

市　　　　　計 289,974,033 173,291,834 116,682,199 116,529,825 0

上 島 町 3,962,384 627,199 3,335,185 3,333,103 0

久 万 高 原 町 5,748,726 1,265,112 4,483,614 4,480,593 0

松 前 町 6,492,370 4,310,070 2,182,300 2,178,888 0

砥 部 町 5,387,881 2,246,593 3,141,288 3,138,457 0

内 子 町 6,316,021 1,792,809 4,523,212 4,519,893 0

伊 方 町 4,695,419 2,583,194 2,112,225 2,109,758 0

松 野 町 2,360,095 385,465 1,974,630 1,973,390 0

鬼 北 町 4,810,975 1,128,111 3,682,864 3,680,336 0

愛 南 町 8,739,048 2,113,392 6,625,656 6,621,064 0

町　　　　　計 48,512,919 16,451,945 32,060,974 32,035,482 0

県　　　　　計 338,486,952 189,743,779 148,743,173 148,565,307 0

（注）１　基準財政需要額及び基準財政収入額は、錯誤措置後のものである。
　　　₂　各地方局計は、町分のみの集計である。
　　　₃　令和₇年度の調整率は、0.000525478である。

普　　通　　交　　付　　税
（単位：千円）



　令和₇年10月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 199 号　（8）　

10
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
町
村
議

会
の
制
度
に
関
す
る
検
討
委
員
会
幹
事

会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府
県

事
務
局
長
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員

協
議
会
幹
事
会

▽
2
日
＝
令
和
7
年
度
全
国
交
通
災
害
共

済
組
合
職
員
研
修
会

▽
3
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
7
年
度
中

級
職
員
研
修
会
、（
一
社
）内
外
情
勢
調

査
会
松
山
支
部
10
月
懇
談
会

▽
7
日
＝
自
治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要

請
▽
8
日
＝
第
63
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
、（
公
財
）全
国
市
町
村
研

修
財
団
令
和
7
年
度
市
町
村
議
会
事
務

局
職
員
研
修（
10
日
ま
で
）

▽
10
日
＝
交
通
災
害
共
済
事
業
第
3
回
検

討
委
員
会
、
令
和
7
年
度
「
小
・
中
学

生
の
ふ
る
さ
と
学
習
作
品
展
」
の
特
別

賞
等
作
品
審
査
会

▽
14
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
町
村
議

会
の
制
度
に
関
す
る
検
討
委
員
会

▽
15
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会

▽
16
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
会
長
会
、
政
務
調
査
会（
各
委
員
会
）、

令
和
7
年
度
町
村
監
査
功
労
者
表
彰

式
・
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

▽
20
日
＝
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協

議
会
令
和
6
年
度
会
計
監
査
、
愛
媛
県

人
権
協
会
令
和
6
年
度
会
計
監
査

▽
21
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
7
年
度
第

3
回
全
員
連
絡
会
、
厚
生
労
働
省
第
20

回
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
専
門
家
会

議
、
全
国
町
村
会
等
の
各
種
損
害
保
険

制
度
に
関
す
る
W
E
B
説
明
会

▽
28
日
＝
秋
の
園
遊
会

▽
29
日
＝
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

愛
媛
県
本
部
第
64
回
交
通
安
全
県
民
大

会
、
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
令
和
6

年
度
会
計
監
査

▽
30
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
5
㏌
と
っ
と
り
全
体
会
、
愛
媛

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
令
和
6
年
度

会
計
監
査

▽
31
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
5
㏌
と
っ
と
り
分
科
会

編
集
後
記

　
「
宝
く
じ
幸
運
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
の

松
永
鈴
帆
さ
ん
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
（
公
財
）
愛
媛
県

市
町
振
興
協
会
事
務
局
に
来
局
さ
れ
ま
し

た
！
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
用
さ
れ

ま
す
。

　　

ギ
ア
は
自
動
に
あ
ら
ず

　

10
月
と
云
え
ば
体
育
祭
。「
秋
の
運
動

会
」の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、校

庭
の
木
の
下
で
、
出
始
め
の
栗
や
早
生
み

か
ん
が
敷
物
に
並
び
、
体
操
服
の
児
童
と

保
護
者
ら
が
競
技
の
順
位
な
ど
雑
談
し
な

が
ら
、
秋
風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
砂
塵
の
中
で
昼
食
を
と
る
風
景
が

定
番
で
あ
っ
た
。そ
の
後
、校
内
不
審
者
事

件
が
発
生
、
当
時
は
限
ら
れ
た
人
数
で
保

護
者
が
大
き
な
ネ
ー
ム
札
を
ぶ
ら
下
げ
て

の
観
戦
。
コ
ロ
ナ
流
行
で
中
止
な
ど
が
あ

り
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
催
し
に
な
っ

た
が
。
此
処
の
と
こ
ろ
10
月
開
催
そ
の
も

の
が
、
汗
ば
む
ど
こ
ろ
か
暑
さ
対
策
に
万

全
を
期
し
て
の
夏
休
み
明
け
の
練
習
、
本

番
は
午
前
中
で
終
了
と
か
冷
房
を
効
か
し

た
屋
内
で
の
開
催
な
ど
気
配
り
が
、
当
た

り
前
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
運
動
会
自

体
は
、
今
日
の
ア
ニ
メ
世
界
を
反
映
し
た

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
、
子
供
ら
の
素
晴
ら

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
何
処
も
好
評
の
よ
う

だ
。

　

さ
て
、
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
中
学
1
年

生
の
13
歳
で
、
運
動
会
も
終
わ
り
秋
真
っ

盛
り
の
11
月
15
日
に「
拉
致
」さ
れ
た
。
こ

の
10
月
5
日
で
満
61
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
と
の
こ
と
。
こ
の
48
年
間
、
本
人
と
母

親
早
紀
江
さ
ん（
89
歳
）の
心
中
は
図
っ
て

も
計
り
知
れ
な
い
…
。「
拉
致
」当
事
国
が

認
め
た
17
人
中
、
5
人
の
帰
国
し
か
な
い

現
実
。
あ
る
意
味
、目
の
前
の
物
価
高
騰
・

人
口
減
少
対
応
な
ど
諸
施
策
と
は
異
な
る

が
、
普
通
に
生
活
す
る
人
間
に
対
し
、
現

代
社
会
は
「
人
間
」
と
し
て
「
心
の
幸
せ
」

が
疎
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
、
機
微
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
皆
が
忘
れ
て
い
な

い
か
、
胸
に
着
け
た
「
青
色
」
の
バ
ッ
チ

が
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。

世
界
平
和
を
声
高
に
叫
ぶ
中
で
こ
そ
、
そ

の
片
隅
の「
重
い
人
心
」を
全
国
民
が
一
丸

と
な
り
、
善
良
な
被
害
者
全
員
を
取
り
戻

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
時
間
に
余
裕
が
な
い

被
害
者
の
張
り
裂
け
る
よ
う
な
心
中
を
察

す
る
に
、
関
係
者
の
ギ
ア
は
自
動
に
あ
ら

ず
、
叡
知
と
策
を
練
っ
た
超
段
ア
ッ
プ
の

行
動
し
か
な
い
。

　

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
、
我
が
国
か
ら

2
人
の
授
与
が
決
定
。
坂
口
志
文
氏
（
大

阪
大
学
特
認
教
授
）
が
「
制
御
性
Ｔ
細
胞
」

発
見
で
「
生
理
学
・
医
学
賞
」
を
受
賞
。
免

疫
で
過
剰
な
攻
撃
を
ブ
レ
ー
キ
、
拒
絶
反

応
を
抑
え
る
、
が
ん
治
療
な
ど
に
応
用
が

期
待
さ
れ
る
細
胞
発
見
に
よ
る
。

　

ま
た
北
川
進
氏（
京
都
大
学
副
学
長
）が

「
金
属
有
期
構
造
体
の
開
発
」で「
化
学
賞
」

を
受
賞
。
水
素
の
貯
蔵
や
大
気
か
ら
二
酸

化
炭
素
を
回
収
、
現
下
の
温
暖
化
対
策
な

ど
環
境
分
野
へ
の
応
用
に
期
待
大
で
あ
る
。

　

我
が
国
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
、
個
人

で
30
人
、
昨
年
の
日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
と
合
せ
て
31
個
の
受
賞
と
な
っ

た
。
北
川
教
授
は
、
子
供
へ
の
送
る
言
葉

を
問
わ
れ
『
幸
運
は
準
備
さ
れ
た
心
に
宿

る
』
と
研
究
へ
の
情
熱
を
語
っ
た
。

一

筆

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
、
列
島
の
隅
々
ま

で
諸
手
を
挙
げ
て
慶
び
、
誇
ら
し
い
。
つ

い
て
は
後
継
者
、
次
の
受
賞
者
に
繋
が
る

よ
う
他
国
に
劣
ら
な
い
応
分
の「
研
究
費
」

を
常
に
確
保
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
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